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図書館では下表に示すような様々な学習支援活動を実
施している。2018年度開催数は376回、学生等参加者数
が14,071人となった。以下に項目ごとに実施状況を報告
する。
 1  多様な学習支援活動の展開 
（1）図書館主催イベントの開催
4月および10月には図書館や資料に親しみをもっても
らうことを主眼として、主に新入生を対象としたイベ
ント「Library Week」を、中央・戸山・所沢の各図書館で
開催した。（p.09表、図1参照）。同時期に中央図書館で
開催された図書館企画展と連携して広報を行い、秋の
Library Weekでは、図書館企画展「これが連歌だ！―伊
地知鐵男文庫で学ぶ連歌の世界―」に関連したイベント
を行った。
（2）図書館主催講習会の開催
学生が自主的に受講できる講習会として、中央図書館、
所沢図書館で「図書館情報検索ワークショップ」を開催し
た。春は情報検索、情報検索上級、RefWorks、レポー
トの書き方の各プログラムを設定し、合計15コマ実施し
た。秋には春のプログラムに加え、就職支援や英語で行
なうプログラムも設定し、合計17コマ実施した。
高田記念研究図書館では企業・経済系データベースの
講習会を春学期、秋学期に、戸山図書館では人文系デー
タベースの講習会を春学期に開催した（図2参照）。
理工学図書館では主に理工系のデータベースを対象と
する講習会を春学期に開催した。
（3）学生による学習支援の展開と整備
図書館の公式ボランティア団体「早稲田大学図書館ボ
ランティアスタッフLIVS」は24名で活動し、冊子の発行、
Library Week企画への参加、図書館ウェブサイトへの
連載、展示を通して、学生の視点から図書館の魅力や活
用方法を発信した（p.10表参照）。
図書館ラーニング・アシスタント（以下LA）は、中央図
書館では春学期6名、秋学期5名で活動した。サービスの
認知度があがり、2018年度の対応件数は590件と前年度
より226件の増加となった。また春学期には学習相談に
加えて、図書館情報検索ワークショップの講師を担当し
た。所沢図書館では春学期9名、秋学期8名で活動し、対
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2018年度学習支援活動
学生等参加者数
（人）
図書館職員講師数
（人）
図書館職員
サポート員数（人） 開催数（回）
開催当たり
要員数（人）
1．学部新入生向けオリエンテーション 4,433 10 16 10 2.6
2．大学院新入生向けオリエンテーション 1,075 23 18 24 1.7
3．教員向け各種講習会（オリエンテーションも含む） 0 0 0 0 0.0
4−1．授業支援：学部・研究科単位 5,413 79 140 191 1.1
4−2．授業支援：個別授業・ゼミ対応 2,309 76 103 87 2.1
5．就職支援 77 3 6 5 1.8
6．図書館主催企画など 764 32 89 59 2.1
合計 14,071 223 372 376 1.6
2017年度 15,048 206 357 335 1.7
2017年度との比 93.5% 108.3% 104.2% 112.2%
図1　Library…Week展示／所沢図書館
図2　Library…Week人社系DB活用術入門!! ／戸山図書館
09Library Annual Report
学習支援活動の展開
応件数は186件だった。理工学図書館では、秋学期から4
名で活動を開始した（図3参照）。
（4）新たな学びの場における支援
中央図書館では、8月初めにラーニング・コモンズ整備
工事を開始、2階部分のActive Areaが完了し、10月よ
り公開された。2019年2月から3月には3階部分の工事を
実施した。新設エリアでは、投影設備、展示施設を利用
して、図書館主催講習会、授業支援、LIVSの展示企画
などが開催された。また2017年度先行して開設された所
沢図書館のラーニング・コモンズは、今年度は認知度が
高まり、稼働状況が大きく増加している（ラーニング・コ
モンズについての詳細はp.04 ～「中央図書館ラーニング・
コモンズ改修報告」を参照のこと）。
 2  授業支援の充実・改善 
授業内で行なう支援は、「4-1. 学部・研究科単位」と、
「4-2. 個別授業・ゼミ対応」を合わせて278回となり、全
開催数の74%を占めて学習支援活動の中心になってい
る（p.08表参照）。学術院別の開催数、受講者数をみる
と、例年通り政経・文が授業支援回数の65%、受講者数
Library Week実施企画一覧
■■ 2018春■
主催 企画 概要
中央図書館
中央図書館セルフツアー 館内10か所に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツアー。
セルフツアー上級編 学生読書室、キャンパス図書館の積極的な利用を促すため、図書館・図書室6か所に設置されたクイズに答える形式のツアー。
ライブラリーコンサート 学生音楽団体（「早稲田大学ギターソサエティー」「早稲田大学交響楽団」）が、昼休みの20分程度で中央図書館大階段踊り場で演奏した。
展示・ゲーム「所蔵資料で遊ぶ」 当館が所蔵する古典籍資料のうちから、双六（すごろく）や判じ絵といった、観て楽しい、遊んで楽しい資料を展示した。
展示「新入生に贈る一行…2018」 図書館ボランティアスタッフLIVSメンバーの選定、および利用者からの募集による、新生活を迎えた学生に贈る一行を中央図書館内（主に2階壁や柱）で展示した。
図書館紹介冊子『りぶまぐ！』配布
図書館ボランティアスタッフLIVSメンバーが編集した『りぶまぐ！』の最新号（Vol.3）
を、Library…Week…期間にあわせて刊行した。テーマは中央図書館の施設や、早稲田
ゆかりの作家の紹介など。
戸山図書館
戸山図書館セルフツアー 戸山図書館の各階に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツアー。
人社系DB活用術入門!!
出版社が戸山図書館内にブースを設置し、人社系の大学契約データベースを紹介し
た。データベースを活用したクイズイベントも実施。決まった時間に紹介プレゼン
テーションも行った。
所沢図書館 展示「所沢キャンパスの自然」 所沢図書館の周辺自然環境にスポットを当てる展示。自然環境調査室と共催し、同室の取組みや地域環境保全活動にも言及した。
■■ 2018秋
主催 企画 概要
中央図書館
中央図書館セルフツアー 館内10か所に設置されたポイントをめぐり、クイズに答えるスタンプラリー形式のツアー。
ライブラリーコンサート
学生音楽団体（「早稲田大学津軽三味線愛好会…三津巴」「早稲田大学ギターソサエ
ティー」「早稲田大学マンドリン楽部」「早稲田大学ギタークラブ」）が、昼休みの20分
程度で中央図書館大階段踊り場で演奏した。
見どころトーク@ラーニングコ
モンズ
同時期に行われた連歌の展示に関連して、展示委員会メンバーがグループ学習室2に
て連歌の作法および展示資料を解説した。
デジタルサイネージ活用 中央図書館2階の改修により設置された5台のデジタルサイネ―ジのうち1台をロビーに設置し、これまでに実施した過去の一行展示を循環表示した。
所沢図書館 展示「読んでみよう！この一冊：先生方の近著2018」
近年出版された所沢の教員15名の著書（編書・訳書・監訳書なども含む）を、著者のメッ
セージ付で展示した。
図3　理工学図書館LA席
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の49%を占めているが、これは主にそれぞれ「基礎演習」、
「必修基礎演習」という学部1年生全員が対象の授業の支
援を行っていることによる（文学学術院は希望クラスの
み）。講師はアカデミック・リエゾン（利用者に接する業
務を担当する図書館職員）26名（2019年3月末現在）で担当
し、1人あたりの平均担当回数は講師8.6回、サポート員
14.3回となった。
（1）授業や自習に活用できるコンテンツやプログラムの提案
図書館職員が実施する授業支援の内容を、教員に活用
してもらえるよう、また自習の教材ともなるようにコン
テンツ、プログラムの整備を行った。政経や文構・文の
初年次教育の支援内容や就職支援企画の講演映像を授業
支援ポータルCourseN@viにアップした。理工学図書館
では図書館ガイダンス、図書館主催の講習会の投影資料
を理工学図書館ウェブサイトに掲載した。また、ワーク
ショップの動画や授業支援で使用した教材を改訂し、図
書館ウェブサイトで公開した。図書館ウェブサイト掲載
の、情報検索の手引きである「リサーチNAVI」の維持改
訂も行った。
（2）授業支援を支える体制の整備
学習支援活動を支える業務基盤整備の一環として、担
当者用マニュアルの改訂や、文献管理ソフトMendeley
のスタッフ研修を開催した。
支援は春や秋の一時期に集中する傾向があるため、図
書館職員以外の協力も得て実施している。例えば文学学
術院では学術院の予算で必修基礎演習担当のTAを、ま
た、法学学術院では同様に高度授業TAを雇用し、授業
支援への参画を得た。いくつかのデータベース講習会や
就職支援企画では、データベース提供元の協力を得て専
門の講師による講習も実施している。
 3  学習支援活動の広報と学内連携の強化 
授業支援やイベントの広報は、図書館ウェブサイト、
大学広報媒体、ポスタ ・ー立て看板、SNSにより行って
いる。中央図書館では、2018年秋にラーニング・コモン
ズ整備の一環として設置された、デジタルサイネージの
活用を開始している（図4参照）。
学内連携では、「図書館情報検索ワークショップ」のう
ち6コマを、ライティング・センターと共催した。職員対
象の研修では人事課と、就職支援企画はキャリアセン
ターと協力して実施した。また、LAの運用については、
ポータルオフィス、ライティング・センター、Math & 
Stat Centerと情報共有や広報で連携した。グローバル
エデュケーションセンターには、学生活を送る際に知っ
ておくべきことを盛り込んだ、新入生対象のオンデマン
ド式セミナ 「ーわせだライフABC」へのコンテンツを提
供した。
 4  2019年度の取り組み 
2019年度も内容の充実・改善をはかりつつ多様な学習
支援活動を行っていきたい。特に図書館ならではの学習
スペース、学習者・研究者の交流の場のあり方について
は、ひきつづき検討をすすめたい。
LIVS企画一覧
企画 概要
図書館紹介冊子『りぶまぐ！』配布 『りぶまぐ！』のVol.3を春のLibrary…Week期間に、また早稲田祭にあわせて11月にVol.3.5を刊行した。中央図書館の施設や、早稲田ゆかりの作家の紹介、祭りなどをテーマとした。
展示「新入生に贈る一行…2018」 春のLibrary…Weekの一環として実施。図書館ボランティアスタッフLIVS…メンバーの選定、および利用者からの募集による、新生活を迎えた学生に贈る一行を中央図書館内（主に2…階壁や柱）に展示した。
わせとしょ探検隊！
−発掘！早稲田のBBN−
図書館ウェブサイトでの連載（2018年1月〜 2019年2月に9回）。地下書庫、バックナンバー書庫に配
架されている資料を、図書館ボランティアスタッフLIVSメンバーが実際に調査し、その過程を含めて
魅力を紹介した。
ミニ展示
中央図書館2階コモンズ2の書架を利用した、メンバー個人による企画展示（2019年1月〜 4月までに
全5回）。「スポーツと小説」「バレンタインデーを考える」「ビブリオバトルの世界」など、それぞれのテー
マにあわせた展示デザインで、所蔵図書を展示、紹介した。
図4　デジタルサイネ―ジ／中央図書館
